　　　2017年度の事業報告書
特定非営利活動法人チャイルド・ケモ・ハウス

１　事業実施の方針
2017年度は、2016年度に引き続き小児がんおよび医療的ケアが必要な子ども達に対して小児慢性特定疾病児の自立支援事業等を中心に、支援を行った。また、治療中、退院前後、ターミナル期などにおいて家のような環境で家族と共に過ごすことができ、社会生活ができるように家と病院の中間施設として機能を充実させる取り組みを行った。
２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

	事業名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	事業費の

金額（千円）

	(1)小児がん分野におけるQOLの向上に関する研究事業
	グリーフケアに関する研究
	通年
	関西中心
	5
	小児がんで子どもを亡くした親、支援者等

約10名


	833

	(2)小児がんに対する正しい知識の普及を目的としたイベントの企画、運営と普及啓発事業

	講演活動
（学校でのがん教育、奉仕団体や企業、イベント等での活動紹介）
	通年
	関西中心
	5
	学校の生徒、教員、奉仕団体関係者等約500名
	138

	
	インターネット上での活動（ホームページ、フェイスブック、動画配信、ツイッター、ブログ）
	通年
	インターネット上
	4


	一般人：約10000名/日
	

	
	発行物の作成　

チャイルド・ケモ・ハウスの活動を伝える『チャイケモつうしん』の発行　
	通年

年2回発行
	チャイルド・ケモ．ハウス
	5
	会員、寄付者、支援者、患児、患児家族、関連団体等約1500名
	

	
	チャイルド・ケモ・ハウス　チャリティーウォーク（実施協力）


	2017年6月15日
	神戸市内
	100
	会員、寄付者、支援者、患児、患児家族等約800名
	

	事業名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	事業費の

金額（千円）

	(3)小児がんに関わる全ての人への支援事業　小児がん患児、家族の闘病生活支援、小児がん闘病生活のQOL向上を目指す団体への支援
	①きょうだいケア

（①訪問、②きょうだいのグリーフケア、

③イベントの実施（計３回のうち２回はNPO法人しぶたねとの合同開催）
	①②通年

③年３回

（　７月15日、11月18日、2月3日　）
	患児の自宅およびチャイルド・ケモ．ハウス
	20
	患児のきょうだい、家族、患児、きょうだいの支援者、支援機関、団体

約　２０名
	22024

	
	②学習支援

（E-lecture、ピッケ、KUBI、ネットや動画による支援）


	通年
	チャイルド・ケモ．ハウス他
	3
	患児、家族、支援団体、医療、福祉関係者

約　５０名
	

	
	③研究会の実施

（以上、①〜③については小児がんおよび医療的ケアが必要な子どもと家族のための中間施設としてのモデルづくり事業として実施）
	年12回
	チャイルド・ケモ．ハウス
	3
	患児、家族の支援者

約２０名
	

	
	ハウス滞在者への幼稚園ごっこなどの生活支援
	通年
	チャイルド・ケモ．ハウス
	10

	患児、家族　５ 名

	

	
	ハウスでのイベントの実施（夏のお泊りプログラムとクリスマス）
	７月、８月、１２月、（計４回実施）
	チャイルド・ケモ．ハウス
	20


	患児、家族

６５名


	

	
	チャリティーグッズを使用したチャイルドケモハウスのコンセプトを広める活動
	通年
	全国
	30
	一般人　

約500名
	

	
	AYA世代（１５歳〜３９歳）の小児がん・がん経験者のピアサポートプログラムの実施
	７月、２月
	チャイルド・ケモ．ハウス他
	5
	経験者約　30名
支援者　約　10名


	

	事業名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	事業費の

金額（千円）

	(3)小児がんに関わる全ての人への支援事業　小児がん患児、家族の闘病生活支援、小児がん闘病生活のQOL向上を目指す団体への支援


	夢の自動販売機の設置の普及
	通年
	全国
	5
	支援者、一般人、企業　

設置台数60台
	

	
	募金箱設置の普及、

募金の回収
	通年
	全国
	20
	支援者、一般人

設置個数

98個
	

	(4)小児がん分野における医療者及び支援者の人材育成事業

	遊び、学習ボランティアスタッフ育成事業

（重い病気を抱える子どもたちの遊ぶ機会、学ぶ機会を届けるボランティアスタッフ育成事業として実施）


	2017年４月1日〜

2017年

12月末日


	チャイルド・ケモ・ハウス
	5
	小児がん経験者、患児家族

教育、医療、福祉関係者

約60名
	1218

	
	大学生のボランティア指導および実習窓口（甲南女子大学、神戸女子大学、兵庫医療大等）


	通年
	チャイルド・ケモ・ハウス他
	5
	学生、教員、大学関係者、患児、家族等

約50名
	

	事業名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	事業費の

金額（千円）

	 (5)小児慢性特定疾病児童等の自立支援事業

	神戸市、西宮市、尼崎市の委託による小児慢性特定疾病児等の自立支援事業の実施（電話、面談、訪問等の相談支援を中心に、学習、病院つきそい等の支援、ワークショップも必要に応じて実施）
	相談事業：通年

ワークショップ（８月、１０月）
	チャイルド・ケモ・ハウス

相談者の自宅他
	30
	小児がんの患児をはじめ小児慢性特定疾病児とその家族相談人数延べ２３２名
	15409



	
	自立支援事業モデルとして他府県への支援、ヒアリング対応、など


	通年
	チャイルド・ケモ・ハウス


	5


	全国の自立支援事業担当者

約10名
	

	
	自立支援事業班会議への研究協力　


	年3回
	東京

愛媛
	2
	小児慢性特定疾病児童等自立支援員による相談支援に関する研究班員約3７名
	

	（６）医療保険各法に基づく訪問看護事業
	2017年度は特に実施しなかった
	なし
	なし
	０


	０


	０

	（７）介護保険法に基づく訪問看護事業
	2017年度は特に実施しなかった
	なし
	なし
	０


	０
	０

	（８）その他目的を達成するために必要な事業
	2017年度は特に実施しなかった
	なし
	なし
	０
	０
	０


